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アフターコロナの議員目線 夕張からの警鐘 持続可能な歳出削減策 

村山 祥栄 

 

財政再建の道は歳出にあり 

・法定税が増収になると、地方交付税が減額される。法定税が 100 増

えると交付税が 75 減額され、差し引き 25 しか増えない。歳入を増

やす労力は莫大。効果は薄い。 

・歳出は減らした分だけ楽になる。故に財政再建は歳出ベースで行

う。 

 

行政改革 予算編成を見直す 

・財政の運用ルールの厳格化 

・財政調整基金を基準まで貯める 

・臨財債を含めた債務の圧縮を着実に遂行する 

・目的外の基金の取り崩しを禁止する 

・原則的に不用意な債務は認めないこと 

歳入と歳出のバランスを直さない限り財政再建は永遠に出来ない 

 

行政改革 事業の見直し 

・救急車の不要な出動回数を減らすため、＃7119 ダイヤルを取り入れ

たり、回数制限を付けて有料化する。 

ABC 分析を使って説得力を増し、象徴的な事案を紹介する。 

 

行政改革 無駄使いのチェック 

隠れた経費を足して、一回当たりのコストを出す。 

行政がやらねばならない事業かどうかの精査 
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社会情勢や未来予想の観点からまとめる 

啓蒙啓発系は無駄の温床 

中身をよく精査する 

 

金を借りてモノを作る時代は終わった 

社会資本整備における借り入れは、負担の平準化だが、現在は返済に

対するリスクが過大。借り入れをせずに社会基盤整備をやるべき。 

 

建築・改修関係は一旦 PFI 方式を検討するべき 

文化施設・庁舎・市営住宅・公園等使用用途は幅広い 

 

官民連携の秘策 PFS の活用 

PFS(Pay For Success) 

成果連動型民間委託契約方式とは、自治体が成果指標を設定し、その

改善度合いに応じて委託料を支払う民間委託の契約形態。 

 

官民連携の秘策 SIB 

SIB(Social Impact Bond) 

民間からの外部資金調達を伴う成果連動型民間委託契約。 

委託事業を実施する社会的インパクト投資。 

先行投資の資金調達も民間が行う形となる。 

・PFS 事業のうち、さらに先行投資の資金調達も民間が行う。 

・就労支援、糖尿病予防、心臓病予防など、初期投資のかかる予防的

な事業に SIB は有効。 

ニューヨーク市等では、民間事業者の活動の社会的インパクト（行政

コスト削減等）を数値化し、自治体等がその成果報酬を支払う SIB の
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導入が図られ、民間資金の活用が進んでいる。 

 

成果指標と評価方法が重要 

・SIB の実施に関しては、行政・資金提供者・事業者の合意が取れる

成果指標と、その評価方法を設定する必要がある。 

・結果的に、事業の成果に関して関係者に対する説明責任を果たすこ

とが可能となる。 

・中立的に事業成果を評価する第三者評価機関や、関係者の調整と、

案件形成を担う中間支援組織なども必要である。 









 

 



 


